
オンライン講演会 

令和７年 ６月８日（日） １５～１７時 開催 

◇講師◇ 公益財団法人やまがた育英会業務執行理事（総務） 

清野 能昭（せいの・よしあき）さん 

公益財団法人安達峰一郎記念財団監事／東京上山会会長 

昭和 21〈1946）年 7月 上山市生まれ／昭和 40（1965）年 3月 山形

県立山形東高校卒業／昭和 44（1969）年 3 月 慶應義塾大学商学

部卒業（ゼミはマーケティング）／同年 4 月 ㈱伊勢丹入社。呉服寝

具部に配属後立川店で 1 年の売り場経験後、法人外商部で外

資化粧品や家電業界を担当／昭和 61（1986）年 2 月 ㈱新潟伊勢

丹出向単身赴任、営業所統括・カード管理・営業企画担当長、官

庁＆法人外商部長を歴任／平成 5(1993）年 2月 伊勢丹相模原店

店次長兼外商部長／平成 13（2001）年 2 月 伊勢丹浦和店店次長兼外商部長／平成 16（2004）年

2 月 伊勢丹アイカード出向債権管理部長、日本クレジット産業協会カード債権管理士資格

審査委員／平成 17（2005）年 2月 伊勢丹アイカード監査部長／平成 18（2006）年 7 月 定年退職

／同年 財団法人山形県育英会評議員／平成19（2007）年 財団法人山形県育英会理事／平成20

（2008）年 財団法人やまがた育英会業務執行理事 

 

◇演題◇ やまがた育英会の誕生 
－経緯・現況と今後の展望－ 

＜講演要旨＞  財団解散も止む無しと覚悟した山形県育英会と大借金をして寮の

改築を始めた荘内館が互いにプライドを横に置き、「名」を取った山形県育英会と「実」

を取った荘内館が合併して平成 20（2008）年にやまがた育英会が誕生して以来、賄い無しの

板橋学生会館（男女共住 30名）と男子寮（54名）女子寮（50名）がある駒込学生会館の

2 館体制でいまだ空室なしの運営を続けています。その現状と今後の展望について、資料

を通してご紹介いたします。 

合併以来17年間寮監の職を続け、本年1月1日に急逝した異色の経歴の和田豊寮監が、

「ルールよりマナー」を基本に掲げ、学生達の自由な発想を生かした行事や地元町内会と

のお付き合いも含めて、活発な寮運営が行われています。和田寮監は全国学生寮協議会会

長として女子寮がないのは憲法違反だと言い続け、首都圏内 40県寮の中で昭和 38（1968）年

に女子寮を設けた山形県育英会を手本として、入寮生が減少し満室とならなくなった男子

寮を男女共住学生寮に改装したり、女子寮を新築する県がここにきて増えてきています。 

少子化に打つ手がなく定員割れのため新入生募集を取り止める大学が特に地方に出てき

ている中、首都圏の学生寮は今後どのようになっていくのか、皆さんと一緒に考えていき

たいと思います。 

米沢有為会＃文化大学 

第３９回 ご案内  (令和７年度第１回) 


